
千葉テレビ放送 コンプライアンス憲章 
 

         制定 平成１８年５月 １日 

         改定 平成２８年２月 １日 

           改定 平成３１年４月１９日 

 

 このコンプライアンス憲章は、千葉テレビ放送株式会社（以下「当社」という。）及

び子会社の役員、従業員、嘱託、派遣社員、アルバイト（以下「従業員等」という。）

が遵守すべき行動規範を定めています。 

 当社及び子会社はこの行動規範憲章を遵守することを宣言するとともに、全ての従業

員等に対して、コンプライアンス行動規範憲章を正しく理解し、遵守することを求めま

す。 

 

第一章 法令、規範を守ります。 

１ 法令遵守 

  私たちは、法令や社会の規範を守り、社会的良識に基づいて行動します。 

  自らの業務に関連する全ての法令、規則、社内規程及び規則の求めるところを確 

 認し、理解し、遵守することは、私たち一人ひとりの責任です。 

２ 放送法の遵守 

  私たちは、放送事業に携わるものとして、放送法の趣旨を深く理解し、遵守する 

 ことによって、放送の健全な発展を図ります。 

３ 社内規程及び規則の遵守 

  私たちは、「千葉テレビ放送 放送番組基準」等、番組制作及び報道に関する社内 

 規範を守るとともに、番組制作及び報道以外においても社内規程及び規則を遵守し 

 ます。 

４ 公正な競争 

  私たちは、社会的常識に基づいて行動し、独占禁止法、下請法等、関係諸法令を 

 遵守し、公正かつ透明な取引を行います。 

 

第二章 放送の社会的責任を自覚し、視聴者の期待に応えます。 

１  客観的かつ正確、公平な報道と放送文化の創造 

   私たちは、言論、表現の自由を守り、真実を伝えるため客観的かつ正確、公平に 

  報道します。また、番組を通じて、新たな放送文化の創造及び放送技術の革新のた 

  めの不断の努力を続けます。 

２ 誠意ある対応 

  私たちは、視聴者の意見、批判に誠意をもって対応し、誠実なコミュニケーショ 

 ンを通じて、一層の満足と信頼をいただけるよう努めます。 

 

第三章 人権を尊重します 

 １ 差別的扱いの禁止 

  私たちは、一人ひとりの人格や個性を尊重し、性別、信条、身体的条件などによ 

 る差別や嫌がらせを、決して行いません。また、他人が行うことも許しません。 



２ 安全、健康な職場環境 

  私たちは、不当な差別や嫌がらせのない、健全で安全な職場環境を維持します。 

  職場において、ハラスメントや信条等、人権に関わる中傷発言や行為を許しません。 

 

第四章 取引先との健全、良好な関係を保ちます 

 １ 不公正な取引の禁止 

  私たちは、取材、番組制作、放送に関係する法人や個人、広告主、広告代理店及 

 びその他の取引先に対し、誠実に接するとともに、節度ある健全かつ良好な関係を 

 保ち、不公正な決定、便宜供与、取引は行いません。また、過剰な贈答、接待は行 

 わず、受取りません。 

２ 公務員への対応 

  私たちは、公務員またはこれに準ずる立場の人たちへの不正な接待、贈答、便宜 

 供与は行いません。 

３ 反社会的な団体・個人への対応 

  私たちは、反社会的な団体・個人に対して常に毅然とした態度で臨み、どのよう 

 な名目であっても、いかなる利益供与も行いません。 

 

第五章 社会の一員として貢献します 

 １ 地球環境の保全 

  私たちは、地球環境をより良い状態に保つため、資源の有効活用や省エネルギー 

 を推進し、個々人の活動を通じて地球環境の保全に努めます。 

２ 地球社会とのコミュニケーション 

  私たちは、社会を構成する企業市民として、地域社会との交流、連携を積極的に 

 はかり、地域社会の迷惑となるような行動は行いません。 

３ 社会貢献活動 

  私たちは、事業を通じて社会に貢献するとともに社会の発展に寄与する社会貢献 

 活動や文化・スポーツ活動を積極的に支援します。 

 

第六章 誠実で公正な事業活動を行います 

 １ 企業情報の開示 

  私たちは、取材源を含む守秘義務のある情報を除き、国民、社会が正当に必要と 

 している情報を適時に適切な方法で開示し、公正で透明な企業活動を行います。 

２ 特定個人情報等の管理 

  私たちは、特定個人情報等を適正に収集、管理します。本人の同意を得るなどの 

 適正な手続きを遵守するとともに、正当な理由のない第三者への開示や目的外使用 

 を行いません。 

３ 機密情報の管理 

  私たちは、職務上知りえた機密情報を、適正に管理し、許可なく第三者に漏洩す 

 ること及び業務以外の目的での私的利用は致しません。また、退職後も機密情報を 

 漏洩しません。 

４ 知的財産権の尊重 

  私たちは、知的財産権を尊重し、会社の知的財産権を厳格に保全するとともに、 

 他社の知的財産権を侵害することなく、適正な手段で入手、使用します。 



５ インサイダー取引の禁止 

  私たちは、公表されていない内部情報を職務上知り得た上で、その会社の株式等 

 を売買するインサイダー取引を行いません。 

６ 私的利用の禁止 

  私たちは、会社の職務、地位及び財産を私的利益のために利用しません。 

 

第七章 相談通報制度を確保、構築します 

 １ 通報制度 

  私たちは、本憲章及びコンプライアンス規定に違反又は違反する恐れのある行為 

 については速やかに通報窓口に報告し、違反行為を黙認、隠蔽しません。 

２ 通報者の保護 

  私たちは、違反行為の報告及び調査に協力した従業員等の秘密を厳守し、違反行 

 為に加担している場合を除き、一切の報復処置、不利益待遇を許容しません。 


